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本(地球の歩き方) 

■

■

■

■

住みやすい(特にスーパーやレストラン)

寮の食堂か外食

特にトラブルなし

■

■

prerequisite が必要な授業でも、自分の大学の成績表を見せると履修することができた。

■

ワシントン大学
工学部

三回生
2014 9 2015 6

工学部
３回生
2014 12 15

Mercer Court

中国

１０ 徒歩
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ENGL131 
(Emglish:composition)

Mr.Alan 4 5 20 授業に毎回出ること

EE233 
(Circuit Theory)

Mr.Leo 6 5 60 分からないところは聞く 

EE235 
(Continuous Time 
Linear Systems)

Mr.Meng 6 5 60 分からないところは聞く

英語のクラスは２０人程度、工学部は６０人程度だった。 
宿題、期末、実験を基に評価。 
現地学生はよく勉強していた。
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このワシントン大学に留学して三ヶ月が経ちました。私はこの留学を通して感じたことが２つあ
ります。 
一つ目は、英語の、または、アメリカで暮らす難しさです。アメリカに来る前の私は英語がそれ
ほど得意ではなく、こっちに来たら何とかなるだろうと思っていました。しかし、最初は現地の
会話のスピードについていけず、これから約一年間本当にやっていけるのかと不安になりまし
た。また、周りにもあまり日本人がいなかったため、最初の方は完全に一人でした。しかし、こ
のままではダメだと思い、会話の中で分からない言葉が出できたらその場で聞いたり、積極的に
自分から話しかけることで、何とかコミュニケーションが取れるようになりました。実際の会話
の中で使われている単語は、日本で勉強していた単語帳の言葉よりむしろ、簡単な単語を組み合
わせたイディオムが多いような気がします。また、アメリカは文化は日本と違う上に、面白いと
感じるところが異なっていたり、日本では避けるような会話を普通にしたりしているところが印
象に残りました。アメリカの文化としては、自分の言いたいことははっきりと言い、自分のした
いことをするということが挙げられると思います。これはこちらに来る前から、あったイメージ
ですが、こちらに来てからも感じました。例えば、夜になると図書館の床で寝ている人がいた
り、それが気に障る人は、その人に他の所で寝てくれと言ったりなどです。これらの文化や言語
の経験は実際にこちらにきて見ないと分からない貴重な体験だと思います。 
二つ目は、勉強面についてです。私がこの留学を目指したきっかけは、英語を学ぶのではなく、
自分の専門を英語で学ぶことによって、英語と専門の勉強が同時にできるということでした。そ
して、実際にこちらで電気電子工学部の授業を受けてみて、自分のやりたかったことができてい
ると感じています。また、アメリカは一つの授業に実験と講義が組み合わさっていて、講義で
習ったことを実験でそのまま確認できるという、効率のよい仕組みになっています。また、宿題
の量も日本よりかはるかに多く、学生の一週間のパターンは、平日に一生懸命勉強して、休日に
思いっきり遊ぶというのが一般的だと感じました。 
これらが僕がこちらに来て主に実感したことです。英語で実際に現地の人としゃべって、自分の
言いたいことがうまく伝わった時の感動は、文字では書き表せないほどのものです。まだ３ヶ月
しか経っていませんが、ここで過ごした時間はかけがえのないものになると思います。


